研修資料⑬
ケース検討会議におけるケースレポートの準備について
１．報告する事例にタイトルをつけてみましょう。
２．検討したいポイントや助言を必要としている点を先に述べましょう。
３．アセスメントには生物－心理－社会モデルを使いましょう。
４．発達歴、生活歴、家族状況などを述べるときも、それぞれのアセスメント（評価）が重要です。
知っている情報を網羅しようとせず、アセスメントの根拠になる情報に絞りましょう。
５．その人への関わり方を検討したいときは、「その人がどんな人なのか」を深めるために、その人が話した内容や普段から話していること、ある出来事の際に示した反応などの情報・エピソードを多めに入れ、それらについて自分（レポーター）の解釈や理解を述べましょう。
６．レポートの時間を想定し、時間内に報告できるように準備しましょう（10分ならA4版で2枚）。
７．支援経過や面接内容だけを網羅的にレポートしようとせず、「残したい」「削れない」と思う情報、とくに印象に残っている場面やエピソードの意味や、「残したい」「削れない」と思う理由を考え、自分が言いたいことを明確にしましょう。
８．上記の作業後、もう一度タイトルについて考えてみましょう。
９．関係機関とのケース検討会議では、支援課題までに留める手もあるかもしれません。

１０．経過の長いケースの経過を振り返りたいときやカウンセリング症例などの場合は、１期、２期などと区切りを付けてください。それぞれの「期」にもタイトルを付けてください。
